
令和元年度第 3回東区協議会 次第 

日時：令和元年 6月 26日（水）午後 1時 30 分から 

会場：東区役所 3 階 31、32 会議室 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議事 

（1）協議事項について 

   令和元年度地域力向上事業（助成事業）の提案について    【区振興課】 

（2）地域課題について 

４ その他 

（1）東区の取り組み 

（2）その他 

（3）7月の開催予定 令和元年 7月 25 日（木）午後 1時 30 分から 

           会場：東区役所 3階 31、32 会議室

５ 閉会 



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 令和元年度東区地域力向上事業（助成事業）の提案について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

地域力向上事業は、市民協働の手法により住みよい地域社会

を実現するため、市が実施又は支援する区の特性を活かした事

業や課題を解決する事業です。 

〇市民提案による住みよい地域づくり助成事業 

団体の提案に基づき、市が公益上の必要を認め、団体が主体

的に取り組む事業に対し市から補助金を交付することで、効果

が期待できる事業

対象の区協議会 東区 

内  容 

〇助成事業１件 

 提案のあった助成事業について、事業内容等に対しご意見を

お伺いいたします。提案事業の詳細は別添資料の通りです。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

提案団体に、事業の採択・不採択の決定通知を送付（6月） 

担当課 東区・区振興課 担当者 沼野・根本 電話 424-0115 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。



令和元年度地域力向上事業提案内容    令和元年 6月 26 日東区協議会 

◆助成事業 

№ 提案事業名 提案者 事業の目的・効果 提案内容 
提案事業費

（希望補助額） 
（希望補助率）

採択 
回数 

区行政推進会議検討結果 

3 東区キンボールスポーツ大会 
東区スポーツ
がんばる会 

・キンボールスポーツ大会を通じて、市
民相互の親睦と運動不足を解消させ、健
全な市民生活の充実に資する事を目的
とする。 

・キンボールスポーツを行う事によって
他校区との交流・親睦の輪が広がり、自
主的なグループ活動の開催、校区を越え
た繋がりや大人と子供の健全な交流の
場、声を出せる場を持つことで健康で明
るい健全な市民生活の充実に資する事
が出来る。 

内容 

□キンボールスポーツ教室の開催 
 初心者から学べる教室を開催し、ルールや技術指導
を行う。 

 開催回数：10回程度（8月～3月） 
※審判研修会も教室の開催に併せ実施する。 

□キンボールスポーツ大会の開催 
 開催日：令和2年3月8日（日） 
 会 場：長上協働センター付設体育館 

200,000 円 

（80,000 円） 

（40％） 

2 

【採択（実施予定事業候補）】 
・キンボールを通じた健全な市民生活の充実
とスポーツによる交流を図ることを目的とす
る事業である。 
この事業は、文化・スポーツ・生涯学習の

振興に関する事業及び地域の特性を活かした
まちづくり事業に該当する。 

＜補助率＞40％以内 
・2回目の採択であるため40％以内とした。 

時期 令和元年8月24日（土）～令和2年3月8日（日） 

場所 東区内体育施設 

区 分 予算額 交付決定額 残 額 
追加補助金額 
（希望額） 

助成事業 3,700,000 円 748,000 円 2,952,000 円 80,000 円



1/1 

所属長 令和元年６月 17 日   

事務連絡 市民部 市民協働・地域政策課長

区協議会の開催日程（６月）について

このことについて、次のとおり区協議会が開催されますのでお知らせします。

協議会名 回数 日 時 場 所 会議内容（予定） 傍聴定員 問合先

中区
協議会

第3回
6月26日
（水）

市役所北館
1階101会議室

・（協議）令和元年度協働センターを核とした
地域課題解決事業について
・（協議）令和元年度浜松市中区市民活動表
彰について
・その他

10人程度
(先着順)

中区役所
区振興課

TEL:457-2210

東区
協議会

第3回
6月26日
（水）
13：30～

東区役所
3階　31・32会議

室

・（協議）令和元年度地域力向上事業（助成
事業）の提案について
・地域課題
・その他

10人程度
(先着順)

東区役所
区振興課

TEL:424-0115

西区
協議会

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

南区
協議会

第3回
6月25日
（火）
13：30～

南区役所
3階　大会議室

・（協議）平成30年度南区地域力向上事業の
事後評価について
・(協議)令和元年度地域力向上事業の提案
について
・地域課題
・その他

5人程度
(先着順)

南区役所
区振興課

TEL:425-1120

北区
協議会

第3回
6月27日
（木）
15：30～

北区役所
3階　31・32会議

室

・（協議）北区協議会　北区直虎ビューポイン
ト選定委員会の設置について
・（協議）浜松三ヶ日・豊橋道路（仮称）のア
ンケート調査の実施について
・地域課題について
・その他

5人程度
(先着順)

北区役所
区振興課

TEL:523-1168

浜北区
協議会

第3回
6月27日
（木）
13：30～

浜北区役所
3階　大会議室

・（協議)令和元年度浜北区地域力向上事業
(助成事業）の提案について
・地域課題について
・その他

10人程度
(先着順)

浜北区役所
区振興課

TEL:585-1141

天竜区
協議会

第3回
6月26日
（水）
14：00～

天竜区役所
2階　21・22会議

室

・（研修）避難所運営ゲーム（HUG訓練）実施
・その他

5人程度
(先着順)

天竜区役所
区振興課

TEL:922-0013

市民部 市民協働・地域政策課 担当：増田
ＴＥＬ ４５７－２０９４



第１回交通安全委員会 議事概要 

日 時 令和元年 6月 4日（火）10:00～11:00 

会 場 東区役所 33 会議室 

出席者 大軒 孝幸、齋藤 國弘、齋藤 宣男、佐藤 公治、髙  和美、田中 充

（50 音順・敬称略）

事務局 沼野 恵樹、天野 数幸（東区区振興課） 

○ 大軒委員長あいさつ 

・辛い事件が多く発生している。 

・交通事故が１件でも減るように委員会を進めていきたい。 

１ 平成 30 年の東区の交通安全事故状況について 

(大軒委員長が資料に沿って説明) 

・事故件数等は市全体では減少してきている。 

H30 年の東区の死者数は２人減ったが、事故件数、負傷者数共に、若干増加した。 

・人身事故の発生状況の内訳を見てみると、追突や出会頭が全体の６割以上、法令違

反別では、動静注視や安全確認があいかわらず全体の５割を占めている。 

２ 平成 30 年度の活動内容について 

(大軒委員長が資料に沿って説明) 

  ・敬老会のチラシは、区の担当職員が良いデザインのものを作成してくれた。 

   ・街頭広報は雨天で１回中止したが、流通元町交差点での実施には毎回多くの参加

があった。（参加者毎回約 200 人） 

３ 協議テーマの選定及び令和元年度の活動について 

  （１）協議テーマの選定について 

・協議テーマは H30 年度から継続して「イエローストップ運動の推進」とする。 

   ・テーマは２年継続する。 

  （２）令和元年度の活動方針について 

・委員会は６回開催を予定。 

   ・「交通事故多発交差点の視察」「ドライブシュミレーション」「警察による交通安全

講話」を実施予定。 

・「敬老会での交通安全チラシ配布」を継続する。 

・「東区交通安全フェア」、「交通安全運動街頭広報」への参加。 

４ その他 

  ・敬老会チラシの早期の作成を目指していただきたい。 



  ・のぼり旗のデザインに交通のローカルルールを取り入れてはどうか。 

   ・街頭広報はマンネリ化している。分散型にした方が効果は上がるのではないか。    

※警察は一極集中開催の方針を打ち出してきている。 

・警察の講話はやさしいテーマでお願いしたい。 

次回開催日 ７月３日(水) 午前 10 時～ 東区役所３階 31 会議室 



第１回地域防災委員会 議事概要 

日  時  令和元年６月１９日（水）午後１時５０分から午後２時３０分

開  場  危機管理課危機管理センター

出 席 者  森和彦委員長、河合洋子委員、河合よしの委員、小池太江子委員、

鈴木洋次委員、藤田昌良委員

      危機管理課 津田宜幸専門監、土谷レオナルド主任、加藤恵一職員

事 務 局  井田正人、大隅秀明、杉森保雄

１ 議事 

危機管理センター見学

   ①浜松市災害対策本部の基本方針と組織体制について【説明：危機管理課・土谷主任】

    ・区本部が非常に重要－避難所と危機管理課（災害時：災害支援本部）との橋渡し役

   ②危機管理センターについて【説明：危機管理課・加藤職員】

    ・危機管理センター（危機管理課内）について紹介…危機管理センターのシステム

の紹介

    ・テレビ・河川カメラ・国交省カメラ・気象庁ホームページ・静岡県ホームページ

等利用

    （委員からの質疑）

     ア 住民にはどのように情報を周知しているか。

     イ 自主防の同報無線では情報を流すのか。また旧浜松は同報無線がないと思う

が、旧浜松の情報伝達はどのように行うのか。

     ウ 高齢者の方はスマートホンを持っていない方もいると思うがどのように情

報収集すれば良いか

    （危機管理課の回答）

     ア 住民にはテレビ局（ＮＨＫ・ＳＢＳ）と協定を結びテロップやｄボタン

メニューでの周知、ラジオ、防災ホッとメール等で情報伝達をしている。

     イ 必ずしも、同報無線で情報を流すとは限らない。現在同報無線の更新を計画

しており、今後、旧浜松でも同報無線の配備を検討している。

     ウ 普及しているテレビ・ラジオから自ら情報収集をしていただきたい。



   ③５段階レベル標記について

    ・平成 30 年 7 月豪雨で気象庁・各自治体が事前に避難を呼びかけたが、実際に避

難に結びつかなかったことで多くの方が犠牲になった。５段階の警戒レベルを用

いて情報伝達することになった。

    ・特に、警戒レベル４は避難勧告・避難指示を意味するので覚えていただきたい。

警戒レベル 避難の情報 発令者

レベル１ 早期注意情報
気象庁

レベル２ 洪水注意報告・大雨注意報

レベル３ 避難準備・高齢者等避難開始

浜松市レベル４ 避難勧告・避難指示

レベル５ 災害発生情報（発災）

    （委員からの質疑）

     ア 住民の方にはどのように伝えるか。

     イ 河川は、本流だけでなく支流は観測していないのか。

     ウ 天竜川は氾濫する恐れがあるか。

     エ 地域によっては、安間川が氾濫して、天竜川も氾濫した場合、逃げられなく

なる。どうすれば良いか。

    （危機管理課回答）

     ア 広報はままつ６月号に掲載しているが、今後も丁寧に説明していく。

     イ 本流は観測しているが、支流は観測していない。

     ウ 天竜川は暴れ天竜と言われている。氾濫する恐れも十分考えられるので注意

して欲しい。

     エ レベル１、２、３…とレベルが上がっていく段階を注視していただき、氾濫

した場合の情報をもとに早めの避難をお願いしたい。自宅か、隣の家の２階

に避難（垂直避難）も日頃から検討して欲しい。

２ 次回開催予定 

  令和元年８月～９月 安間川遊水地整備事業見学予定



第 1回地域福祉委員会 議事概要 

日 時 令和元年 6月 5日（水）13:30～14:30 

会 場 東区役所 3階 33 会議室 

出席者 石津幸子、熊岡邑子、杉本ともえ、鈴木祐一、髙井昭、村松信子（50 音順・敬称略）

     大隅則男 社会福祉課長、青野守弘 長寿保険課長、野沢和好 健康づくり課長 

事務局 吉垣幸和、長谷川光洋 

１ 議事 

○協議テーマの選定について 

「高齢者を取り巻く環境について」

昨年度に引き続き、「高齢者を取り巻く環境について」話し合っていくこととなった。 

  ○今後（次回）の予定について 

協議テーマを踏まえ、次回以降の内容について意見交換を行った。 

・住民主体サービスに対する補助金制度について、条件などくわしく聞きたい 

・介護保険制度が変わってきており、介護施設の利用状況等現在の状況について聞きたい。 

・家族で介護している人を支援するようなものがないか。団体への助成ではなく、個人への

支援について聞いてみたい。 

・高齢者ドライバーの痛ましい事故が増えている。免許証の返納について、タクシーの割引

などの話を聞くが、どういったサービスがあるか、返納後の交通事情など聞いてみたい 

・サロン活動に対する助成金がスタートしている。これまでよりも助成金の額が増えたのは

良いが、飲食には使えないなど条件が厳しくなっている。手続きや条件が厳しくなると金

額が大きくても団体によっては、利用が困難となってくる。 

上記の意見から今後の予定（案）は、以下の通り 

 ①高齢者福祉課の補助金制度について（８月５日（月）午後）予定 

 ②介護施設の利用状況の現状について（長寿保険課） 

 〇地域包括支援センターを視察 

 〇免許証の返納について 

  高齢者ドライバーについて（内容によって、交通安全委員会と合同で開催（要相談）） 

２ その他 

【次回開催】 

     日時：令和元年８月５日（月） １３時３０分から 

     会場：東区役所３階 ３３会議室 



























令和元年 6 月 26 日 

東 区 区 振 興 課 

東区役所庁舎の受動喫煙防止対策について 

１ 背景 

「健康増進法の一部を改正する法律」が平成 30年 7 月 25 日に公布され、望まない受動喫煙の

防止を図るため、多数の者が利用する施設等の区分に応じ当該施設の一定の場所を除き喫煙を禁

止するとともに、当該施設等の管理について権原を有する者が講ずべき措置等が定められた。 

このため、浜松市においても「市施設における受動喫煙防止対策の基本方針」が改正され、第

一種施設（学校、病院、行政機関の庁舎等）は敷地内禁煙（屋外に特定屋外喫煙場所を設置しな

い）となり、東区役所も敷地内禁煙を実施する。 

２ 内容 

実施開始 ： 令和元年 7月 1日（月）から 

  禁煙範囲 ： 図１のとおり 

  来庁者への案内： 図２、３の表示を駐車場内、庁舎内に設置予定

＜図１＞                        

＜図２、３＞ 

        図２（屋外用） 

 図３（屋内用） 



生ごみ堆肥化容器無料配布について 

区民生活課 

１ 条 件 

市内在住で容器およびできた堆肥の使用ができ、配布日に容器を受け取ることができる人で、 

平成２９年４月以降に堆肥化容器の無料配布を受けていない世帯。 

２ 配布件数 

市全体で６７０世帯程度（応募者多数の場合は抽選） 

３ 配布日時・配布場所 

東区内は、 令和元年９月２８日（土）午前９時から午前１１時 東区役所 

４ 申込方法 

・コンポスト容器 ２個１セット（たて６０㎝×よこ７０㎝程度） 

・密封発酵容器  ２個１セット（たて４５㎝×よこ２５㎝程度 発酵促進剤１袋付） 

往復はがきの往信用に希望する容器、住所、氏名、電話番号、受取希望場所を記入、返信用宛名 

  に自身の住所と名前を書いて、 

ごみ減量推進課（〒４３２－８０２３ 浜松市中区鴨江三丁目１番１０号）へ  

７月５日（金）消印有効。１世帯につき１通の応募。結果は８月中旬に通知。 

５ その他 

① 直径４５㎝、深さ５０㎝の穴を掘り１個目の容器を埋める。 

（雨水が入らないように容器を１０㎝ほど地面より上に出しておく） 

② 生ごみ・乾いた落ち葉等と土を交互に入れ、サンドイッチ状にする。一杯 

になったら、最後に土をかぶせ放置する。 

コンポスト容器 ※堆肥になる期間は、約３か月ぐらいです。（冬場はもう少しかかります。） 

① 生ごみは水を切り、出来るだけ早くバケツに入れボカシを振る。（生ごみ１

㎏に対しボカシ１０ｇ） 

         ② 内蓋をして重石を置くと空気や水分が抜けて失敗が少ないです。 

③ 外蓋の真ん中を片手で押さえながら外蓋の端を浮かせてガスを抜き、 

しっかり密閉する。 

           ④ 容器の底に液肥が溜まったら、コックを開いて抜いてください。 

   密封発酵容器  ⑤ 容器が一杯になったら、日のあたらない所で成熟させれば、堆肥となり 

ます。（夏場は１週間、冬場は２週間ぐらい。） 



広報はままつ ６月号 


